
No.１ 平成１６年 ７月１４日  
 

本  日  の  卓   話 
７ 月１４ 日 （水） 

｢ ロータリー100周年茨木 45周年 
記念式典について｣ 

       野口実行委員長 

主体です。クラブの上に地区、ゾーン、ＲＩがある 
ではない、ということを強調されています。私はさら

に、クラブの中の各会員が主体であると強調したいと

思います。奉仕の団体とはいえ会員が、違う職業を持

ち、奉仕とは素人の集団であるにも拘らず、何故奉仕

団体か？ それは各専門職業人が、ロータリーを通じ

て、又職業を通じて地域社会、国際奉仕に取組むこと

が出来るということであります。  
■例 会 記 録 茨木ＲＣは、今年度４５周年を迎えます。５０周年

に向かっての位置づけのもと、7月 19日（海の日）に
式典を行います。この式典には、４０周年以降、Ｒ財

団資金を有効利用し、ＷＣＳ活動を続けているインド

ネシアのジョグジャカルタＲＣ（創立 77 年）より５
名、以前より友好クラブとなっているチネレＲＣより

６名、姉妹クラブ台北西北ＲＣより１９名が来茨され

ます。さらに、本日の新入会員朱君にとっては、100
周年の１回目の入会ということで、忘れられない入会

になると思います。今後の活躍を期待します。 

第２１９８ 回例会  ７月 ７日（水）晴       
●国歌 ｢ 君が代 ｣ 斉唱 
●ロータリーソング「茨木ロータリークラブの歌」

斉唱  
●ビジターご紹介 
白 雨 田君（米山奨学生） 

 
※7月会員誕生  大森、菊山 
※7月夫人誕生  河原崎静代 
※7月入会記念  大森、中村、高島、野口、田中 このように、茨木ＲＣも節目の年となっています。

変わらず残しておきたいロータリー、又変わらなけれ

ばいけないロータリーを考えのではなく、実行に移し

ていかなければならない１年と位置づけておりますの

で、会員各位のご協力をお願い申し上げます。 

            中西、掛谷、久保、秋山、山田 
笠原 

 
■会 長 の 時 間         長澤利治会長 
「新年度方針」  

■新入会員紹介 今日から 2004－05年度茨木ロータリークラブが始
ります。テーマは「100年を祝おう」であります。1905
年 2月 23日にシカゴで誕生以来、166ヶ国、会員総
数 12 万人に達し、多方面に幅広く奉仕活動を行って
いることはご承知の事と思います。 

朱 明義（しゅ あきよし）会員 
生年月日：昭和２１年９月１８日 
事業所・役職：大阪第二警察病院 院長 
職業分類：病院 
推薦者：河原崎会員 井上ガバナー年度よりボトムアップ、即ちクラブが 

  
■幹 事 報 告          久保義誓幹事 ■出 席 報 告 
１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 第２１９８ 回例会 前々回（第２１９６ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３０ (９) 16 5 76.19 ％ 2  90  ％ 
１）2005～06年度ガバナーノミニー辞退の通知 （八
田昌三様健康上の理由で６／10 に辞退願い提出
され受理されました）  



２）国際大会記念バッグが届きました 
３）今年度の月信は１号～１３号まで、理事・役員・

クラブ保存・有料購読者とする 
４）今年度地区米山奨学委員会活動方針について 
５）会員増強セミナーの案内  
８／７（土） 於：ヴィアーレ大阪 
６）ザ・ロータリアン 6月号 
７）日本ロータリーハムクラブ（会長野口会員）よ

り国際大会特別記念無線局６/30に閉局のお礼 
８）JGFR広島大会の案内  

10／12（火） 於：広島Ｃ・Ｃ 
９）第７回 JGFR大阪大会の案内  
９／８（水） 於：茨木C・C 
 

「新年度方針」           久保義

誓幹事 
２００４～０５年度幹事と云う大役をおおせつかり、

この１年間長澤会長のもと、茨木ＲＣを楽しく運営し、

かつ新しい事の取り組みに力を注ぎたいと思っており

ます。各委員会の皆様は会長方針を十分に把握してい

ただき、事業計画を立てておられます。この計画を実

行し１年間よろしく御願い申し上げます。 
又、７月１９日には国際ロータリー１００周年、茨木

ＲＣ４５周年を取り行います。会員皆様方の協力によ

り成功させたく、野口実行委員長のもと宜しく御願い

致します。 
最後に会員皆様方のご指導のもと、私の出来る限り

幹事と云う大役をつとめていきたいと思っております。 
会長方針｢バランスのとれた奉仕活動｣ よろしく！! 

 

 
■卓  話 
「年間活動計画」            各委員長 
 
◇クラブ奉仕委員会         秋山委員長 
活動方針 
 クラブ運営に関わる各部門の各委員長の活動方針を

支援するとともに、活動しやすい環境づくりをしてゆ

く。 
計 画 
 定期的に各部門の委員長会議を計画する。 
 
◇出席委員会            坂井委員長 
活動方針 
以前は出席率の向上を計るために義務感を前面に出

す方法を取っていたが、本年度は例会だけでなく各委

員会活動に対しても権利としての認識を持って出席を

お願いしたい。 
計 画 

１．例年通り月次皆出席賞を出す。 
２．６ヶ月連続皆出席賞、年次皆出席賞をもうける。 
 
◇親睦活動委員会           中西委員長 
活動方針 
ロータリー活動の原点である会員と会員家族の親睦

を深める機会を提供する。今年度は茨木３RC 合同の
忘年家族親睦会を開催する。 
計 画 
１．例会運営は関係する各委員会と協調して行う。 
２．親睦会 
７月：ロータリー１００周年。茨木 RC４５周
年の記念行事終了後に「貴船」で家族親

睦会 
９月：新入会員歓迎会 
１２月：茨木３RC合同忘年家族親睦会 
４月：観桜家族親睦会 
６月：新旧引継ぎ懇親会 
同好会 
   ゴルフ、テニスなどの同好会を開催（目標３回） 
 
◇会報・広報・雑誌委員会     河原崎委員長 
活動方針 
会報：会報は、会員に例会の出来事等を伝える為には

重要な事だと思います。又、毎週の発刊の為委員会

の皆様は大変ご苦労されることと思います。しかし、

出来るだけ効率よく可能な限り会報の構成が出来

るよう、そして新しく卓話に３分間スピーチを本年

度より取り入れる事になっていますので、大変楽し

い会報になると思います。 
広報・雑誌：ロータリー１００周年及び茨木ＲＣ４５

周年の記念事業をロータリーの広報活動につなげ

るよう地区ガバナーの方針でもあります。 
 
◇職業分類・会員選考・規定情報委員会 簡委員長 
活動方針 
職業分類：一業種一名の規定の変更により、職業分類表

が必要かどうか検討する。 
会員選考：当クラブの会員として適正であるかを考慮し

て選考を行う。 
規定情報：２００４－０５年度の規定審議会の改正さ

れる項目について会員に広報活動を行う、またクラブ

の規約についても再度、勉強会を実施する。 
 
◇会員増強委員会          掛谷委員長 
活動方針 
会員数は 31 人(年度初め見通し)と過去最低水準ま
で落ち込み、クラブ活動を円滑に進める上で制約条件

になりつつある。会員増強はクラブ維持のために必須

の課題であるが、企業経営の状況などを考えると容易



ではなく、１委員会で解決できる問題ではない。クラ

ブ全体の問題として、会員 1人 1人が退会防止と会員
増強に取り組むよう要請し、少しでも会員を上積みす

ることに努める。一方で、会費の高さや時間的な束縛

など、会員増強のネックになっていると思われる要因

を改められないか、問題を提起していく。 
計 画 
１． 各会員に入会を勧誘する候補者を推薦してもら
う。 
２．増強委員会が推薦者と協力して勧誘に当たる。 
３．女性会員の増強に力を入れる。 
 
◇ｲﾝﾀｰｰﾈｯﾄｺﾐﾆｭｰｹｰｼｮﾝ委員会     野口委員長 
活動方針 
茨木ＲＣが取り組んだロータリー活動、又事業等を

インターネットより紹介し、会員増強委員会と共に

入会案内をするよう取り組んではどうかと思いま

す。 
 
◇会 計             松尾委員長 
活動方針 
会員の減少に伴い会費収入等が大変少なくなり、本

来のロータリー活動においても、予算面においても節

約しなければ運営が難しい状況に陥られております。 
各経費又、活動費に於いて見直しし軽減出来る所は軽

減し効率の良い予算組をしなければならないと思いま

す。 
又、会計上専門的な立場より予算書・中間報告書・決

算書の分かりやすい形式を検討します。 
 
◇プログラム・Ｓ.Ａ.Ａ委員会    日野岡委員長 
活動方針 
 会員が例会に出席して楽しかった又、意義深い例会

であったと思われるように努める。 
計 画 
１．各月間に因んだ話題提供者として、地区より委員

長、副委員長,委員の方々に例会時に卓話を依頼する。 

「３分間スピーチ」と題し 1回の例会卓話に５

～６名の方々に、会社や家庭での出来事、等

について話をいただく。 
 
◇職業奉仕委員会          戸川委員長 
活動方針 
ロータリー活動の歴史は職業奉仕から始まり、「自ら

の職業を通じて社会に奉仕を行う」とされています。 
この基本理念に基づき、会員間での情報交換や協力関

係を実践できるよう推進してまいります。 
計 画 

１．茨木市内学校への非常勤講師の派遣。 
（茨木３ＲＣ共同で）－ 2660地区推進事項 
１．「茨木養護学校生」の各企業就職斡旋の検討、推進。 
２．会員又は地域内での職場見学の実施。 
３．例会で「職業奉仕に関する卓話」を行う。 
◇社会奉仕委員会          笠原委員長 
活動方針 
 ＲＣの基本方針のひとつである社会とのつながりを

重視する観点より、茨木市内の諸施設を見学する事。

それに依って会員本人の自覚をうながしたいと考えま

す。 
又、ロータリー１００・茨木ＲＣ４５周年特別実行委

員会との連携を蜜にして、記念事業を考えたいと思い

ます。 
計 画 
１．大阪府立茨木養護学校の見学を実施する。 
２．ロータリー１００年・茨木４５周年の記念事業の

取り組み。 
３．職業奉仕委員会と連携を取り、養護学校卒業生へ

の職業訓練斡旋の協力。 
４．茨木市各種団体、行政の活動及び献血の今までの

事業の取り組みの再検討。 
 
◇青少年・ＲＡ委員会        秋山委員長 
活動方針 
 地区青少年委員会が計画している秋春のライラ、ニ

コニコキャンプに積極的に参加するとともに、茨木Ｒ

ＡＣメンバーにも参加依頼し、連携良く活動してゆき

たい。 
 茨木ＲＡＣの会員減少傾向が著しいので増強に知恵

を絞るとともに、ロータリアンがＲＡＣ行事に積極的

に参加するよう要請してゆきたい。 
計 画 
１．秋、春のライラに積極的に参加するよう要請する。 
２．夏のニコニコキャンプに積極的に参加協力するよ

う要請する。 
上記地区行事に茨木ＲＡＣの参加協力を要請する。 
３．ＲＡＣ会員増強につとめる。 
４．茨木３ＲＣの連絡を蜜にして、ＲＡＣ支援につと

める。 
５．茨木ＲＡＣ独自の青少年のためのロータリー活動

の開発を地区大会後に早急に進めてゆく。 
 
◇国際奉仕委員会          山口委員長 
活動方針 
 今年度も前年度同様インドネシアに訪問する機会が

出て来ると思う 
又、インドネシア以外の国へも訪問してみたい。 
計 画 
１．双子クラブ推進。 
２．台北西北周年記念への参加予定。 



 
◇米山奨学・ロータリー財団委員会  山田委員長 
米山奨学：今年度も昨年に引き続き、世話クラブとな

りました。 
在日外国人留学生に対し、国際理解と親善を深める

為にも、奨学制度の現状を会員に理解していただき、

単なる奨学金を支給するだけでなく、カウンセラー

制度に支えられ暖かい心の通った奉仕活動を行うこ

とが大切である。 
ロータリー財団：財団の 3ッのプログラム、即ち教育的、人
的、文化交流プログラムを通じて国際ロータリーの目標達

を支援する。 

道

成

幸いにも茨木ロータリークラブは４０周年記念事業よ

り今までインドネシア・ジョグジャカルタＲＣとはＷ

ＣＳ活動で共に協力関係にあり、本来国際大会にも来

茨の予定が費用の問題で不可能となり、今年度７月の

招聘予定が国際奉仕委員会にあります。双子クラブの

締結を結ぶと共に「５０周年まであと５年」を機に心

新たに４５周年を祝う。 
計 画 
１．目標一人当り２０，０００円お願いします。 
２．米山準功労者、米山功労者の増員に努めます。 
１．１１月のロータリー財団月間を有効に活用。 
２．会員の皆様にポールハリスフェローを推奨、新入

会員には準フェローのご寄付をお願いする。 
２．Ｒ財団国際親善奨学生の募集。 
３．クラブ目標１人当り１６０～１７０ドルお願いし

ます。 
 
◇Ｇ．Ｓ．Ｅ              簡委員長 
活動方針 
２００５年３月に予定されているＧＳＥの受入に対

して、当クラブはＩＭ第２組の委員長クラブに指名され

ていますので、地区ＧＳＥ委員会と連絡を取りながら２

組のまとめ役を務めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ロータリー100・茨木４５周年特別委員会 
                  野口委員長 
活動方針 
基本方針にありますように、１００周年にちなんだ 
行事を行うとあります。 

 
■ニ コ ニ コ 箱                日野岡Ｓ.Ａ.Ａ 
※夫人誕生を記念             河原崎 
※今年一年よろしくお願いします    長澤、久保 
※朱院長をメンバーにむかえて       河原崎 
※たくさんの記念品をありがとう       木本 
※「今年もよろしく」として         大森 
※ＳＡＡ委員、米山委員長として１年間よろしくお願

いします。早いもので入会７年たちました  山田 
※ＳＡＡ委員長として1年間よろしく    日野岡 
 
 本日計４０，０００円  累 計４０，０００円 
 
■次 回 卓 話 (7月１９日) 
「ＲＩ100周年茨木 45ＲＣ周年記念式典」 

 


